
ヤマ
ト福
祉財団農福連携実践塾

ヤマト福祉財団では、農業を就労に取り入れている福祉事業所から
意欲のある若手職員を募り、農業を事業として利用者への工賃向上
をめざすには、具体的にどうしたら良いかを２年間かけて学ぶ、農福
連携実践塾を２回に渡り開講してきました。
さらには、「ぶどう」と「たまねぎ」の栽培品目のみに絞って１年間栽
培技術を実践的に学ぶ塾を新たに実施しましたが、今般この栽培実
践塾を新たに追加募集することといたしました。
志を同じくする塾生達とそれぞれ品目毎の栽培技術を学びあい、つ
いては施設の作業内容や事業運営の仕組みを見直し発展させること
によって、みなさんの夢と、利用者さんたちの夢をかなえていきませ
んか。
新たな栽培実践塾のご参加をお待ちしております。

ぶどう栽培塾
たまねぎ栽培塾

2024年2月～2024年9月（5回開講）
2024年6月～2025年6月（4回開講）



障がい者施設が農業を就労に取り入れ、工賃給与向上を目標とし、具体的な栽培技術を学ぶため、「ぶどう」・
「たまねぎ」の栽培品目ごとに１年間で1泊2日の実地研修を４回程度開講します。
栽培方法から販路開拓など、具体的な技術習得や農作業に関する取り組み、改善方法等について実践的に学
ぶほか、自分の目標の進捗やほかの参加者の進捗などをチェックすることができます。また、先輩施設の現場
見学会などを取り入れてグループディスカッションなども行い、ＰＤＣＡサイクルをかけて成果を出す取り組み
です。

一般社団法人空 代表理事　第14回ヤマト福祉財団小倉昌男賞受賞
一般社団法人日本農福連携協会 顧問 精神保健福祉士、社会福祉士
1993年から精神障がい者福祉に従事、2004年「こころん」を設立して農業と福祉
を連携する事業を展開する。2010年養鶏事業を開始、2011年社会福祉法人格を
取得して総合的な就労、雇用、活動の場をつくる。2020年一般社団法人空を設
立、「土水空ファーム」を開設。
農林水産省ディスカバー農山漁村むらの宝第4回選定アクティブ賞受賞
2015年ヤマト福祉財団「夢へのかけ橋実践塾」で農業を中心とした熊田塾塾長、
2020年ヤマト福祉財団農福連携実践塾塾長

総括・各塾講師

熊田芳江

NPO法人ピアファーム理事長　第16回ヤマト福祉財団小倉昌男賞受賞
2008年農業で工賃給与向上をめざすことを事業目標にピアファームを設立
2011年NPO法人として全国数少ない認定農業者になる。農林水産省ディスカバー
農山漁村むらの宝第4回選定
2020年ヤマト福祉財団農福連携実践塾アドバイザー
2023年農福連携実践塾ぶどう栽培塾塾長

ぶどう栽培塾 塾長（たまねぎ栽培塾講師）

林 博文

社会福祉法人ゆずりは会菜の花　管理者
2015年スタートのヤマト福祉財団第1期熊田塾入塾　2020年ヤマト福祉財団農
福連携実践塾（第2期熊田塾）参加。2021年ノウフクアワード2021審査員特別賞
「人を耕す」受賞。2022年ディスカバー農山漁村（むら）の宝関東農政局選定。
2022年ノウフクアワード2022グランプリ受賞
2023年ヤマト福祉財団農福連携実践塾たまねぎ栽培塾塾長

たまねぎ栽培塾 塾長（ぶどう栽培塾講師）

小淵久徳





・農作業を事業とする障がい者施設、就労継続支援事業所（多機能型を含む）の方
・農業事業の責任者、栽培計画・作付け・人員配置等の権限がある方
・すべての研修に参加が可能であること（期間中の人事異動が原則ない方）
・法人代表者・所属上長の推薦、協力があること
・パソコンの操作ができること（Word・Excelなど）
・インターネットができる環境があること
 （ノート型パソコンあるいはタブレットが研修時に必要となります）

①エントリーシート（1/2）（2/2）
②実践塾参加の抱負
  （作文：A4判1枚／実践塾参加理由・抱負、期待することなど）

下記アドレスにエントリーシートをご請求の上、提出書類を期日までにお送りください

ぶどう栽培塾　　2024年1月15日（月）17時まで
たまねぎ栽培塾　2024年2月29日（木）17時まで

選考結果は下記期限までにメールにて通知します
ぶどう栽培塾　2024年1月31日（水）  ／  たまねぎ栽培塾　2024年3月29日（金）

メールアドレス（応募書類請求先・提出先）
satoshi@yamatofukushizaidan.or.jp

〒104-8125
東京都中央区銀座2-16-10　ヤマト運輸本社銀座ビル5F
公益財団法人ヤマト福祉財団　農福連携実践塾 事務局 渡辺 宛
電話 03-3248-0691　FAX 03-3542-5165


